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HIT教育2016の趣旨



HIT教育2016の趣旨
• 技術の発展により，物質的及び経済的な豊かさを感

受できる時代
– 次なる⽅向性や⽬標を喪失

• より⼼豊かな⽣活を提案・形成できる技術者が必要

• 堅実な学⼒と豊かな⼈間⼒に満ちた
（専⾨⼒） （⼈間⼒）

「学⼠⼒」を有する技術者の養成
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建学の精神
「教育は愛なり」

教育⽅針
「常に神と共に歩み

社会に奉仕する」



HIT教育2016

⼈間⼒
・他者との協働
・豊かな体験

HITポイント制度

キャリア教育
インターンシップ
HITチャレンジ、JCD

留学

アサーションプログラム

ボランティア

専⾨⼒
・確かな学⼒
・体系的学び

フォローアッププログラム

教育学習⽀援センター

⾼次レベル科⽬
新シラバス

アクティブ・ラーニング

カリキュラム・ツリー
ナンバリング
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HITポイント制度の概要



HITポイントの⽬的(1)
• ⼤学を卒業して社会へ巣⽴つ学⽣に、学科で

の学びで得られる専⾨⼒とともに，⼈間⼒と
呼ばれる社会で活動を⾏うために必要な学⼒
以外の⼒も⾝に付けさせる。

• 学内には，いくつかの⼈間⼒を向上させる取
り組みが⾏われているが，それらを評価する
仕組みがない。

• 学⽣にできるだけ，学内の取り組みに参加さ
せ，⼈間⼒を向上させたい。
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HITポイントの⽬的(2)
• ⼈間⼒向上への取り組み状況を測る指標とし

てHITポイントを導⼊するとともに，HITポ
イントを活⽤した⼈間⼒育成に関する指導及
び発展トラックへの認定条件として活⽤する。

• HITポイントは，基本的に学内で⾏なわれて
いる取り組みを評価する。
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HITポイントの能⼒要素と分類(1)
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構成要素 内 容

知的能⼒

「基礎学⼒(主に学校教育を通じて修得される基礎
的な知的能⼒)」、 「専⾨的な知識・ノウハウ」を
持ち、⾃らそれを継続的に⾼めていく⼒。 また、
それらの上に応⽤⼒として構築される「論理的思
考⼒」、「創造⼒」など

社会・対⼈
関係⼒

「コミュニケーションスキル」、「リーダーシッ
プ」、「公共⼼」、「規範意識」や「他者を尊重
し切磋琢磨しながらお互いを⾼めあう⼒」など

⾃⼰制御
上記の要素を⼗分に発揮するための「意欲」、
「忍耐⼒」や「⾃分らし い⽣き⽅や成功を追求す
る⼒」など

• ⼈間⼒の定義（⽂部科学省資料より）



1.1 HITポイントの⽬的
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HITポイントの能⼒要素と分類(2)
• HIT ポイントの能⼒要素は、以下に⽰すよう

に社会⼈基礎⼒の3つの能⼒要素及び本学の
教育⽅針に⽰されている社会に奉仕する⼒と
する。
1. 前に踏み出す⼒(アクション)
2. 考え抜く⼒(シンキング) 
3. チームで働く⼒(チームワーク)
4. 社会に奉仕する⼒ (教育⽅針より) 
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HITポイントの能⼒要素と分類(3)
• ４つの能⼒要素に基づき，活動を４つに分類

した。
• 課外教育活動

– 学⽣団体，クラブ・サークル活動など
• 社会貢献活動

– ボランティア（⼤学指定）
• ⾃⼰啓発活動

– 資格取得（学科指定），インターンシップ
• ⼤学協⼒活動

– ピアサポート，ISMCサポートセンターなど
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HITポイントのポイント数(1)
• HITポイントは能⼒要素で⽰した４つの⼒の

いずれかを育む活動に対して付与する。

• 基礎ポイント 活動への参加や取り組みに

対して付与

• 付加ポイント 基礎ポイントに対して，特
別に効果の⾼い役割を持つ
場合に付与
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HITポイントのポイント数(2)
• 活動期間からの分類

– 継続的活動 約半年〜１年の取り組み
– 短期間の活動 1⽇のみ〜

• 活動への取り組み状況からの分類
– 能動的参加 準備を伴う積極的な参加
– 半能動的参加 運営スタッフとして参加
– 受動的参加 イベントに参加

• 役割に対する分類
– リーダー 付加ポイントにより対応
– サブリーダー 付加ポイントにより対応
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HITポイントのポイント数(3)
• 学科の取り組み（所属学科の学⽣のみ対象）

– 継続的な活動
• プロジェクト型の学科取り組み

– 短期間の活動
• ⼈間⼒向上に資する活動

– 学科が推奨する資格
• 学科が推奨する資格を事前に指定し，取得に対してポ

イントを付与
• 在学中に取得した資格に限り，資格保有ポイントとし

て付与
• 英語，数学などの資格試験に関するポイントは全学共

通ポイントとして定義する
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HITポイントのポイント数(4)
幅広い分野の取り組みや能動的な参加を促すな
どHITポイント制度を効果的に運⽤するため，

• 継続的活動の上限を⼤分類毎に設定

• 受動的参加への上限を設定

• ⼤学⼊学以降の取り組みについてのみ算⼊

という制限を導⼊している。
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⼤分類
• 課外教育活動
• 社会貢献活動
• ⾃⼰啓発活動
• ⼤学協⼒活動



HITポイントの利⽤
• 発展トラック認定に利⽤

– 当該年度HITポイントを発展トラックの認定に活
⽤する。

– 発展トラックに認定されるためには，基準をクリ
アする必要がある

– 発展トラック認定に利⽤される基準は，
• 1年次末 50ポイント
• 2年次末 60ポイント（暫定）
• 3年次末 70ポイント（暫定）
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発展トラック学⽣の中から特待⽣(給付型奨学⾦)を選出



HITポイントの登録と管理



HITポイントの登録と管理(1)
• 全学⽣のHITポイントの登録と管理を⾏うた

め，広島⼯業⼤学ポートフォリオシステム
HITPO内にシステムを構築した。
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HITポイントの登録と管理(2)
• 学⽣は，5⽉初旬に実施されるチュータ教員

による新⼊⽣⾯談までに活動⽬標をHITPO内
「⾃分を⾼める」の左側の⼊⼒画⾯に登録す
る。

• 活動を実施した場合は，右側の現在までの活
動結果の項⽬に結果を登録する。

• 学⽣⾃⾝が登録した活動結果のみが評価され，
活動を⾏っていても⾃⾝で登録していないも
のは評価されない。
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⽬標設定(P)

実施結果
の⼊⼒(D)
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振り返り(C)⽬標設定(P)



HITポイントの登録と管理(3)
• 学⽣が実施した活動のエビデンスは，学科・各

部署が管理しておき，決められた期限までに集
計結果を学務部に報告する。

• 活動報告は，活動報告書とともに，学⽣の活動
状況を記⼊した，「指定されたCSV形式のファ
イル」により⾏う。

• 学務部は報告されたCSV形式のファイルをHIT
ポイント活動エビデンスデータ管理システムに
登録し，システムがマッチングおよび集計を⾏
う。
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期待される効果



期待される効果(1)
• HITポイントの導⼊による効果

– 学内で⾏なわれている様々な⼈間⼒を向上させる
取り組みを発掘・整理し，それらを評価する仕組
みを導⼊することができた。

– 学⽣に対して，⼈材育成⽬標として，学⼒ととも
に⼈間⼒を評価するというメッセージを発信でき
る。
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期待される効果(2)
• HITPOシステム内にHITポイント登録・管理

システムを実装
– HITPO内のポートフォリオシステムの⼀部とし

て実装したことで，学修だけでなく，⼈間⼒育成
に対してもPDCAが実施できる。

– 約4千⼈の学⽣に対する活動エビデンス管理に対
して，システム開発を⾏うことで，管理業務の効
率化を⾏うことができる。

教育改⾰ICT戦略⼤会2016@アルカディア市ヶ⾕ 31



まとめ
• HITポイントにより，⼈間⼒を向上させる取り組み

を評価する仕組みを導⼊
– 学内で⾏われている⼈間⼒を向上させる取り組みの整理
– 取り組んでいる学⽣を「発展トラック学⽣」として評価

• HITPO内にHITポイント登録・管理するシステムを
構築
– 活動成果の⾒える化（PDCA⽀援）
– 多部署にまたがる活動エビデンス管理の効率化
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今後の課題
• HITポイント制度⾃⾝も，毎年問題点を検証

しながら，より効果的な制度になるよう改善
する必要がある。

• HITポイントに興味を⽰さない（あきらめて
いる）ような学⽣に対する対応。

• ⼈間⼒育成プログラムのうち，PBLやボラン
ティア等の取り組みを正規科⽬へ取り込み。
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